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Abstract  

ThebioIogicalactivityofwaterextractsfrom29speciesofmarinealgaewasinvestigatedandsome  
extracts丘・omtheseaweedswereぬundtopossesspotentialasmedicalagents．  

Threeextracts showedantitumoreffecton B－16melanomace11s transplanted subcutaneouslyln  
mice．Oneoftheseextracts，A打鍵iroaabem2nS，inparticular，Showedhighactivity（77．4％）．Extract  

ofざα瑠那ざ〟刑タ〟お乃ざ，ぶ．沼ね闇路邦ぬ〃粥，Gggf血沼α〝プα那オちGあ極地gα∂々α〝‡録和∫andGわ秘♂～ぬカ上作α由  

induced the formation ofantitumor factors agalnSt L929ce11s from human HL－60and murine mac－  

rophagehyblldoma（M¢H）MH6Ellcel】s．ExtraじtSOfS．UeIl11tE7）LtL］1ZLL）l），G、〟川【Z）tSiiandGlて7tCLoLIf｝ia  

ell砂iica suppressed the production ofthese factorsin MH6Ellcells activated bylipopolysaccharidc．  

TNFinhibitslipoproteinhpase．Extracts良●OmIsh＊okamurai，reVerSethisi血ibition．Sixseaweed  

extr；lCtS（3bro、＼rn．and3reda】gae）suT）PrCSSedthc th）r】11uSCells．Thllee Ofthe肌S．  

G．amansiiandG．el妙iica，SuppreSSedtheactivationofM詳Ⅰ，inadditiontoinhibitioningthymusceu  

proliぬration．  

Keyw（）r・ds：marinealgae，bioactivesubstances，alltitumorfactor，tumOrneCrOSisねctor，1ipopro－  

teinlil）aSe  

卿空l三，NODAら3）のEhrlicllCarCinoma，MethA肋rosaト  

comaに対する効果など広範な穂についての報哲がある。  

又，中沢ら車も，ほんだわら属の助堀肌協両加地など  

にEl甘IicllCarCinomaに対する抗腫瘍活性を見出してい  

る。他に血涙棚痴の聯融由無膵物による抗変異原  

性5）．褐沫由来フコース含有硫腰化多糖の抗血液凝固作  

月㌍），海藻の抗瀾作ノ軌 魚轟作用物質7）糾こついても報  

告されている。   

海溌は生活環境が海水中であることより．生育には海  

水に含まれる種々の成分が大きく関与していると考えら  

れる。そ・の…一例として，海水中のAl，Fe，Mnなどの金   

緒  

近年，漸羊資源が生理活個物質のソースとして注目さ  

れ，広範巨馴こわたる研究が進められている。中でも海洋  

生物申で大慶に存在し，叉，収脆が比校的容易な海溝に  

ついては多数の生理活性について研究が行われており，  

特に抗腫瘍作用については，YAMAMOTOらl・2）による  

Sarcoma－180固形腰掛こ対する鮎聯闇㈹および1胡扇・  

〃αγぬの効果や，レ1210白血病に対する食用海藻の有  

平成3年11月5日受理  
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属イオンは漸某申に10，000倍以上破約された状態で布衣  

しており，P，Z11，なども磯縮率が高く，海藻には陸上植  

物にはない金属イオンの取り込み，蓄欄が見られる。又，  

これら金属イオンの取り込みの他，Vitamin B12や  

ThiaminなどのVitamin頬の栄餐黎求性があることより，  

海藻には商琴植物と輿なる多様な代謝系の存在が考えら  

れる。   

我々ほこの様に陸上の商尊植物とは環境，坐骨状況が  

大きく異なる海洪では新奇な代謝物が数多〈存在する可  

能性を予測し，海港油滴物の各種動物細胞に対する生理  

活性を測定した。その練乳 いくつかの海藻で，今後‡裏  

革晶の研究閑孝飢こ向けて注目すべき生削別当…を有する興  

味深い事実が明らかとなったので報督する。  

りクローニングしたクローン（Hレ60／E3）を用いた。  

（2）培盤   

Hレ60／E3の増殖は，15％FCS含有RPMI1640培地  

（Flow社製）を用い，370c，5％CO2インキエペ一  

夕ー内で行った。  

（3）CTFの誘導   

Hレ60／E3細胞からのCTFの誘導は次の方法により  

行った。  

Hレ60／E3細胞（煉血清RPMIi640培地中に懸濁）  

1  

TPA＊1添加（餌allOOng／ml）  

370c．5％CO2下，30分間  

インキエペート  

24wellplate（コーニング社製）に分注（2×106ce】ls／mJ／  

well）  

1  

海藻抽出液添加（10〝g／we肛 コントロールとして  

LPS＊2を添加（航mllO／Jg／mi）  

実 験 方 法  

エ．海藻の採集および抽出液の調製   

海溌は三盈県鳥羽市及び志摩郡浜縫町周辺の海岸で採  

集し，水洗後，凍結保存卜200c）した。採賎した29棟  

の凍結裸体各々10gを室温で解凍後，繊新し，脱イオ  

ン水50miで40c，3針間轍絆した後，残漆をガーゼで  

濾過し，濾液を遠心分離（12．000×g，30min）して上溝  

を海港抽出液とした。  

Ⅱ．スクリーニング法  

1．B－16メラノーマに対する抗哺効果釈放   

B－16メラノーマを106個／匹皮下移植したBDFl・  

Sl。マウスを1dose3匹使用し，海藻才鋸吏液を生理食塩  

水で10倍，および100槽希釈した液を，投与澄10  

m〝kg／dで哺移植当日より1日1園18別馴象胎内投与し  

た。（但し，5，6日臥12，13日目は投与を中止し  

た。）又，対照群には生理食塩水を同慶投与した。   

治療効果の評価は腫瘍移植後19日目に腫瘍蕊を測定し，  

対照群に対する膿坊増殖抑制率（％）で衆した。膿瘍蕊  

は膿瘍の短径回及び艮径（b）を測麗し，（a2×b）／2（mm3）  

で敦した。   

2．Hレ60細胞の建染するCytotoxic払ctor（CTF）の  

誘導就験  

（1）供紙細胞   

Hレ60細胞（ATCC，No．CCレ240，大日本製薬より  

購入）からTN‡㌻誘導活性を撒櫻として限界希釈故によ  

1ヲヲ：  

5％CO2下，6時‡ぎij  

↓インキェベート  

上浦のcytotoxicityの測窟（下紀刷に方法を紀職）  

＊1TPA（Phorbol12－myristate13－aCetate；シグマ社製），  

stock；1mg／ml（DMSO）  

＊2LPS（LipopolysaccharideW，S．typhimurium；D王FCO社  

製），StOCk；1mgノml（H20）  

（4）′rNF梯CTFの活性測窟髄   

B．B．AggaⅣalらのTNFの活性測走法9）に準じて下  

紀の手順で行った。叉，細胞はL929郷＝抱ホを用い培寒  

は10％FCS含有ダルベ ッコモディファイドイーグル  

MEM培地（シグマ社製）（10FCS／DME）で行った。  

＊L929細胞；マウス結合組織由来ガン細胞（ATCC，No．  

CCレ1）  

Cytotoxicity測定方  

0日目：L929舶＝泡を3×10dcelis／0．1ml／we】1の細胞数  

で96welトplate（コーニング社製）に植える。  

1日日：1pg／mlのActinomycinD（マコpル社製）含  

有10FCS／DMEに培地交換し（100〃～／well），  

段階希釈したHL－60細胞上消を加える（4倍  

希釈系列）。  

2日目：20時間培寒（370c，5％CO2下）後，細胞個  

審性の結果をクリスタルバイオレット染色法   
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1  

J隠臓由来の付着細胞鳶よびJ774．2M針隠軋胞腫を浪合  

し，50％ポリエチレングリコールを用い細胞融合する。  

I  

HAT含有培餐液（Hypoxanthine O．1mM，Amぬopte血  

0．4〃M，Thymidine16〃M）を用い融合細胞のみを選択  

する  

1  

LPS（2〟g／ml）でハイブリドーマを刺乾したとき，培養  

液中にTNF様細胞瘍事績性を持つ株を選択する  

i  

限界希釈法により細胞をクローニング  

l  

クローニング細胞からLPS（2／∠g／mわ別報によるTNF  

様相胞瘍客活性の高生産株を選択する（選択株名：  

M饉MH6Ell）  

（2）CTFの活性測定  

① 源瓢抽出液単独による作用   

M押MH6Ell細胞をlXlO5佃掛野した10％FCS含  

有RPMI1640培地500直中へ，海藻抽出液5／∠′添加し，  

370c，5％CO2下，24時間インキエペ岬卜する。この堵  

塞上酒液50〝～をL929細胞1．8×10d個懸濁した岡上  

培地150／∠Jに加え，370c，5％CO2下42〃45時間イン  

キェベート後，クリスタルバイオレット染色法により吸  

光度を測嘉する。L929細胞に対する増殖j榔糾率は対照  

として用いたLPS（餌a12′唱／mJ）の倦を100とした哺対  

催で算出した。  

② 海浜抽出液とLPSの併用による作用   

①と同様の細胞懸濁液に海溝摘出洒5〆と終浪度2  

囲／mgとなるようにLPSを添加した以外は，①と同条  

件でL929に対する増殖抑制せ儲ペた。   

4．マウスTNFの脂肪瀾礪汗ポプロテインリパーゼ  

（LPL）合成抑制（カケクチン作用）に対する効  

果試験  

（1）供舐細胞   

大日本製茶より購入した：汀3Ll前脂肪糾＝泡（ATCC  

No．CCレ92，1）を用いた。  

（2〉 方法  

① 31、3L＝軋脂肪細胞15×105爛を，10％FCS．d－  

Biotin8／増／ml，D－Pantothenicacidhemi飴1cium4〃g／mJ  

を含むD，ME培溶液5mJにより，35mm¢シャーレ中   

により判宛する。即ち，統料処理済の細胞を  

PBS（＋）で1回洗浄後，0．5％クリスタルバ  

イオレット溶液（メタノール／一重20こ＝1：4，Ⅴ／  

v）にて染色する。  

（室温15分間）。  

PBS（＋）で3回洗沖・し，30％エタノール／  

0．01NHCl溶液100／∠Jを加えて色紫を相田後，  

吸光度（A492）を渕起する。  

（測定機器；Bio・Rad社製E王Aリーダー，モデル2550）  

活性の盤戴および結果の教示法   

L929細胞を50％殺す紙料（Hレ60細胞培塞止瀾）の  

敢終希釈率の逆数を，その紙料1nl日当たりのユニット  

数（units／mJ）として算出した後，［TPA＋LPS］添加の  

コントロールの億を100とした相対催で嚢示した。   

3．マクロファージ ハイブリドーマ（M¢H）の雄生  

するCT‡？の誘穏就験  

（1）倣竃郎剛抱   

BALB／Cマウス脾臓細胞とJ774．2（チオグアニン耐  

性株）マクロファージ（M或）球細胞腺のハイブリドー  

マからクローニングしたTNF高萩生株，M≠H  

MH6Ell細胞を用いた。  

M¢HMH6E1＝柵胞の作製法を以下に示す。   

ピシバニール（0．2KE／2mJバイアル）0．1KI王を  

BALB／Cマウス（♂）にip投与  

1  

4臥後，マウスから脾臓細胞せ絹漉し，10％FCS含有  

RPM王1640培地に懸濁後，プラスチックシャーレ上で  

370c，5％CO2下，2時間インキエペー卜する  

l  

細胞培薬液を除去後，PBSト）で3固洗浄して浮遊細  

胞をほぼ完全に除去する  

1  

0．25％トリプシン含有P王きSトうを添加∴貯C，20分‡ぎiヨ  

インキエペー卜し，シャーレ付潜捌包を回収する  

10％FCS含有 RPMI1640  

培地で堵餐（37℃．5％  

CO2下）のJ774．2（チオグ  

アニン耐性株）M¢梯細胞  

漉を0，25％トリプシン含有  

PBSト）で370c20分間処  

理し，付着細胞を回収する  
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採取し，細胞洒に取り込まれた3王iノrdRの放射活性を測  

定する。  

③ 抑制効果の来示は，照一TdRの細胞内への取り込み  

蕊を胸腺細胞幼若化反応の指標とし，梅深川出物共存下  

での放射活性偶をConA単独処讃‡i対照偲と比峨して′r  

剛腹の増魂抑制率（％）として表した。  

で細胞lぎijが完全に密着するまで培養（370c．5％CO2下，  

以降同条件〉 する。  

② 棚胞聞が完全に密潜後，更に2日間培発し，上紀  

D，ME培養液に3′－Isob叫沖1－methylxanthine O・5mM，  

Dexamethazonel〃M，insu血10鵬／血を添加した細胞  

分化用将来液5m！で培地交換して脂肪細胞への分化を  

誘導する。  

③ 2目間堵麗後，細胞分化用培藤波を取り除き10％  

FCS，Insulin50ng／m】含有D，ME培養液で9日間培遜劇  

絆し，ほぼ完全に3T3Ll細胞を脂肪細胞に分化きせる。  

① 分化彼の脂肪紺地培養液にM饉M王i6Ell産生  

TNF（1U／ml）単独又はTNF（1U／ml）と海床摘出液  

（終漉度1／20希釈）を添加し，18時間培滋する。  

① 堵盤後，培養上酒液をヘパリン100u／ml含有  

D，ME培養液に交換し，30分間かけて脂朋用！脆からLPL  

を遊維させる。  

⑥ 培養上浦を捌叉して，培餐液中のLPL活性をNil－  

son－El吏e＆Schotzの方法ユ1）で測盤する。   

5．T細胞の増殖に対する抑制効果試験  

（1）供統制胞   

BALB／cマウス胸腺細胞を用いた。  

（2）方法  

① BALIき／cマウス胸腺細胞を4×105礪懸濁した10％  

FCS含有RPMI1640培地200〆に，コンカナバリンA  

（ConA）（5／堵／ml）および海藻抽出液（終液皮1／100希  

釈）を加えた液を96穴マイクロプレートにより，370c，  

5％CO2下媚時間噂磯する。  

② 培餐後，0．5〟Ciの3H－チミジン（3H・TdR）を添加  

し，動ニ4時間培養後，セルハーベスターにより細り抱を  

TablelAntitumoractivityofmarinealgae  
administration  

結  果  

Ⅰ．B－16メラノーマに対する治療効果   

治療効果就験の結果，褐深のアラメガ如乃ぬわめ′C毎  

ウミウチワァ血触α餅ぬ椚00那と紅沫のフサカニノテ  

A〃ゆ最和αα占g〃℃〝Sに膿瘍の増殖抑制が見られた。なか  

でも，A．α∂gm乃ざは10倍および100槽希釈抽出液のどち  

らにも商い抑制準を示した（Tablel）。  

Ⅱ．HL－60／R3細胞からのCでFの誘導  

‡1L－60緋胞ほ発嫡プロモーターであるTPAの作用に  

より単球系の細胞に分化する。この時，合わせてLPS  

をプライミング割として作用させることによりト腫瘍壊  

死因子（TNF）梯のCTFを誘暮することが報哲されて  

いる㌔ この系を利用して海藻にLPSと同様なプライ  

ミング効果が存在するかどうかを調べた。すなわち，  

Hレ60／E3細胞に海藻紬揖液を作用させL－929紺胞に  

対するCTFの誘導活性を測盤した結束，ヤツマタモク  

ざα御ざ〟タカ♪αね乃ぶとマタサG扉寝ね㈲＝細閥㈲元の紬初級に  

ブランクよりも高いCTFの誘導が見られた。しかしな  

がら，比校のために用いたLPSの誘導能よりは低かっ  

た。一方，褐課のウミウチワダαd～〃αα沌〃γgぶCg乃ぶ，アカモ  

againstB－16melanomabyintraperitoneal  

Inbibitionrate  
く％）  

Eねg柁由∂如cJ由（拘ellman）Setcbell  

ダαdg乃αα沌βJ都Cg乃ぶHolmes  

血坤砧w川加川拙Ye11do  

＊Si騨i鮎antdi鮎rence（p＜0．05）   
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細胞などの活性化に蕊婁な役割を果たしている。M≠は  

TNF産生能を有しているので，まず，M¢のハイブリ  

ドーマから′rNF商療生育巨を有するM饉株（MH6Ell）  

をクローニングし，本棟を用いて海藻抽出液のCTF統  

幕または活性に対する影響を調べた。   

海藻摘出液によるM押MH6Ell細胞のC’rFの漁猟  

およびLPSにより刺戦を行ったM¢HMIi6Ell細胞の  

CTFの抑制の結束を’rabk3に示す。CTFの誘導では，  

トゲモク ざα聯gざ‡（用椚お和Cαナ言放脚ち ニセフサノリ  

Gわざ砂地gα0彪α刑〟和んフクロフノリGわざ砂β臨みⅣαぬに  

対照に用いたLPSに近い誘噂能が見られた。明方LPS  

により別報したM岬MH6Ell細胞の産生するCTFに  

対する作用については，ハハキモク蝕柳爛刷杉沸  

刑α乃ぬ氾混用，G．α桝〟乃戒 タンパノリG招ねねゆわβ〟さ紳躇  

に抑制作用があった。G．甜那徽摘はHL－60紺地に対し  

てほCl、Fを誘導し，M押M封6Eli細胞に対しでは逆  

に抑制することから，春海演の細山物質には多様性があ  

ることが判明した。  

Ⅳ．カケクチン作用に対する抑制効果   

TNFはカケクチンと阿山物質であり，来期ガン患者  

のカケクシア（慈液磐）に大きく係わっていることが明  

らかにされた10）。このカケクチン作用の山つである  

クぶα聯びざ〟ガ！如r脚f．オオバモク鼠明輝削腑＝壷場面・  

dianumはブランクよりL929細胞に対するCytotoxicity  

が低かった（Table2）。又，マウスを用いたB－16メラ  

ノーマに対する治療洗顔で効果のあったガ．物どぬダ．  

α血柁SCβ乃ざ，A．αわβ乃Ⅵ那にはL929細胞に対するCTFの  

淡導能が見られなかった。なかでも，ダ．αγ如柁ざCg柁5は  

迎にCTFの誘導阻審が見られ 治療試験とは異なる始  

発となった。  

Table2 Effectofalgalextractsoninductionofcyto－  
toxic factor of HL－60cells against L929  
tu】110r Ce11s  

Cytotoxicity  

Contro）（TPA＋LPS）  

Blank（TPA）  

動感相即ぬ闇路鰭軌血es  

お聯捌刑加wかTumer）C．Agardh  

5．J・厘卯仙拙…Hal■ヽ－ey  

ざ．♪〟／川5C．A脚■dll  

G（Ii（titLl）Z a）1ZL71］SJLiLan10urOuX  

0
 
0
 
2
 
3
 
2
 
ハ
U
 
9
 
 

．
4
 
3
 
 

0
 
1
 
 

1
 
 

m．マクロファージハイプリド岬マ（M¢H）の産生  

するCTFの誘導試験  

マクロファージ（Mめは免疫系においでT御用凱 B  

Table3 E鮎ctofalgalextractsoncytotoxicねctorofM蹄IMH6E11cells喝ainstL929  

tumor cells 

Extract Extracと＋LPS  

Cytotoxicity  Species  

Induction Suppression  

＋＋＋＊1  －…1ミ2   

＋＋  

Control（LI）S）  

風浪納涼＝肌協Kellman  

5α御ぶび机ナ乃お和ぐα乃勧一，紹（K鋸血g）Yendo  

5．郎β〃研α捏ね氾〝研Yendo  

G扉辺ぬ㈲＝剖相貌威Lamouroux  

CわJ申ノ血・〟止〟川～／血Selc】1e】】  

鎚両袖付加励PostelsetRuprecht  

GJ血イ別¢南r〃仰ぐ〝rlolllleS  

g乃≠β相方！0ゆゐα励ヱα（Linn¢）エAgardh  

＋＋十  

十＋＋  

十十十  

＋  

一
十
 
十
一
 
 
 

十
 
十
 
 

【
 
十
一
 
 
 

＋
 
 
 

＋
 
 

＊1Expressedas％suppressiononcell餅OWt】1100～90．十＋＋；90州60，＋＋；60～恥   

十；30～0，－  

＊2Expressedas％suppressiononcel主growthO～30，十＋＋；30～60，＋十；60～90，   

十90～100，－．   
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 TNF O O．11．0 10．01．0  

（U／mg）  十  

Sample  

耶膵 0 1．0 3．0  0 1．0  

（U／適）  1・ ＋  

Sample Sample  

Fig，1E鮎ctofIsh如Okamu用iYeridooninhibitionoflipoproteinlipase（a）andantitumoractivity（b）ofTNFbymac－  
rophagehybridomaMIi6Ellcells・  

Table4 EffectofalgalextractsonsuppressionofthymuscellproliLeration  

Suppression oi thymus 
Cellprolikration  

gぬβ乃ざα∂如cぬ（均ellman）Setchell  

Ec々b…〃相川Ⅰくjellnlan  

助閥蝕剃断妨肋礪如拙踊Yendo  

A〝ゆ揖和ααみβ〃Ⅵ乃ざYendo  

G（？Iidit（111a〃J〝〃SIiLanlOurOuX  

G和～gわ卸ぬβ〃糾おαHolnleS  

＋＋＋＊  

＋＋  

＋＋＋  

＋   

＋＋  

＋＋＋  

＊Expressedas％suppressiononthymusproliferation100～90．＋＋＋；90～60，＋＋；   
60～30，十．  

LPL合成jf一朝に対する海藻の作用を調べた。3T3Ll細  

胞を用い，海藻抽出液のカケクチン作用の抑制効灘を調  

べた紙乳 イシゲ撤廃用如拙ⅧにM岬MH6Ell細  

胞の産生するTNFのカケクチン作用を抑制する効果が  

認められた（Fig．1a）。十乱 このサンプルはL929細胞  

に対し暢審性を示さず，又，M郎iMH6Ell細胞の建染  

する1、NFが示す抗腫瘍縞他に対しては，ほとんど影響  

を及ぼさなかった（Fig．1b）。  

Ⅴ．T細胞の増殖に対する抑制効果   

免疫系で蕊賽な役割を担っているT細胞の増殖反応  

に対する海藻の作用を調べるためにT郷胞の増殖に対  

する抑制効果紙験を行った。ConAにより刺戟した  

BALB／cマウスの胸腺朝胞逐償い抑制効果を調べた結果，  

褐藻のアラメ飢附加揖耶梅 カジメ麒戊ぬ扇α用肌ちざ  

擁血相壷細川及び紅藻のA．α知和乃ざ，G．α研α〃戒G．  

β〟砂′ねαに効果が見られた（Table4）。その中でE．あ頓・  

払5．輌肋矧ぬ肋間G．描如加は90％以上の抑制が見  

られた。  

考  察  

B－16メラノーマ細胞を用いたマウス治療薬験では褐  

藻植物2樵，紅藻植物1様に抗腫瘍効果が見られたが，  

そのうち紅藻のA．d知打払那が紬揖液の10倍希釈サンプ  

ルで80％近い抑制率を示した。このA．dお〝彷那につい  

てほ作用機序を若干検対するため㌧ 羞㍑混血）によける同  

系腫瘍瀾胞に対する傷寮性および免疫関連細胞に対する  

効果を調べた。そ・れらのうち，朝地傷審性をL－929お  

よびB－16ガIン細胞について調べた結束，両部川包とも彩   
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響は見られなかった。又，T細胞およぴB細胞の増殖  

には，T細胞の増殖に対する抑制効果統験結果（Table  

′t）とも併せ100倍希釈よりサンプル漉度が商い場合は抑  

制が見られたが，それ以下の低浪度ではT鰍胤 B細  

胞とも増殖が賦活された（データ不掲載）。これらの終  

発よりA．αみg朋邦ざの杭膿瘍括性は生体内の免疫系を介  

した作用の可能性が示唆された。   

HL－60細胞の産生するCTFの誘導は対照として用い  

たLPSの1／2以下の誘導を示すものしか見られなかっ  

た。山九 褐藻の3種（ダ．併如闇路鱗5，鮎川gわ，ぶ，  

画餅蘭加刷）については逆に誘導阻膚が認められたが，  

この原園としてはi）TPAによるM¢への分化誘導活性  

の阻寮ii）CTF活性の阻解iii）HL60細胞の代謝機能の  

停止又は破壊などが考えられる。   

M¢HM王i6Ell鰍泡産生のCTFに対する海藻の作用  

のうちC’rFを誘導するものは褐漠2種，紅藻2堆，緑  

藻l様と広く海藻全般に見られた。仙山方，LPS剣戟  

M針IMIi6Ell細胞のCTF産生に対する作用を見た結  

果，海藻3棟に本棚胞の持つCTF鹿生機能の抑制が見  

られた。これらについては，CTFの抑制以外にM¢が  

持っている様々な機能をも同時に抑制することも考えら  

れるので，この様な作用を持つ物質はi）抗炎症作用ij）  

エンドトキシン・ショックの抑制崩ガン患者末期のカ  

ケクチン作用の轢減iv）自己免疫疾患におけるトレラン  

ス誘導Ⅴ）臓器移植時の拒絶反応の抑削などへの利用が  

考えられる。又，Hレ60及びM¢HMH6Ell細胞双方  

に対しC′rFを誘導するものほ見られなかったが，G．  

α椚α乃5f∫は両細胞にそれぞれ鰊尊及び抑制と相反する作  

用を示した。   

カケクチン作用抑制効果は，エ（血卵椚〝扇にのみ見ら  

れ，サンプルを添加（終漉庇20倍希釈）するとコント  

ロールレベルまでほぼ完全にLPL活性を回復させたこ  

とより，本海藻の摘出液はカケクチンの示す血圧低下に  

対する抑制効果が期待される。   

コンカナバリンAにより剰執した′I、細胞に対してほ  

褐藻．紅藻各々3種既について増殖抑制が見られ，その  

うち，5．擁肋矧ぬ闇彿G．〝沼α犯城G．g〃ゆ〟cαほマイ  

トジェンによるT翻＝泡の増殖反応の抑制だけでなく，  

M両級合細胞であるM渾の晴性化も抑制したことによ  

り，免疫担当細胞であるT糸鋸軋 M≠の活性化の抑制，  

即ち免疫抑制作用を持つことが推察された。   

20属29様について6項目のアッセイ法により生理活性  

の測窟を行ったが，これらの海港のうち何らかの生動作  

用を示したものは10属16桟で全体の55％であった。この  

結果は当初の予測を大きく上回る確率であった。叉，複  

数の生理作用を示した海藻は5属5穫で，その中でG．  

αチナ？α〃Sざブほ①Hレ60細胞の細胞階層層の誘導②M研の  

活性化の抑制③T細胞の増殖抑制と多様な生哩活性を有  

していた。我々はこjtら多様な生型犠牲の中から，特に  

M蹄Ⅰの活性化の抑制およびT細胞の増殖抑制などに注  

目し，免疫抑制剤としての利用を中心に検討を加える予  

窟で，今後これらの海藻から各棟活性成分を相製し，構  

造解析をすることにより，新奇な作用機序を待った医薬  

品の研究開発に大いに褒献できるものと考えている。今  

回使用した海藻は29棟と国内既知棟（約600樵）の山都  

であるが，更に他の梅藻についても検討中である。  
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